
国の職員・資機材等の緊急輸送

 施設敷地緊急事態発生の通報後、あらかじめ定められた100名程度の国の職員等をｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ（島
根県原子力防災ｾﾝﾀｰ）及び島根県、鳥取県に派遣。併せて必要な資機材の緊急輸送を実施。

 その後、状況に応じて追加要員及び資機材の緊急輸送を実施。

ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ
（島根県原子力防災ｾﾝﾀｰ）

島根県庁

緊急輸送関係省庁
（警察庁、消防庁、国土交通省、

海上保安庁、防衛省）

必要に応じ輸送支援を依頼

輸送支援

原子力規制委員会・内閣府
原子力事故合同対策本部

国の職員
必要な資機材

ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ等

＜具体的な移動及び輸送支援のｽｷｰﾑ＞出雲空港 美保基地

（米子空港）

入間基地

③美保基地（米子空港）

～ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ（島根県原子力防災ｾﾝﾀｰ）
ﾊﾞｽ車両等 約40分

鳥取県庁

① 環境省・内閣府～入間基地
輸送車両の先導（警察）約1時間

いる ま

①②

③
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ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰへの派遣（自衛隊、警察による輸送支援の一例）

環境省・内閣府～入間基地～美保基地～ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ
※令和元年度原子力総合防災訓練を参考

いるま みほ

よなごみほ

みほ

よなご

いずも

いるま

②入間基地～美保基地（米子空港）
輸送機（自衛隊） 約1時間

いるま よなごみほ



ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰの放射線防護対策・電源対策

 島根県原子力防災ｾﾝﾀｰは、耐震構造、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造3階建ての構造になっている。

【放射線防護対策】

・放射性物質除去ﾌｨﾙﾀｰ、換気設備、ｼｬｯﾀｰ改修等の気密性向上を実施済み。

【電源対策】
・無停電電源装置、自家用発電機を設置（7日間分を確保）。
・自家用発電機の燃料不足時等には、電源車用電源受け口より、中国電力が用意する電源車で継続して電源を確保。

○島根県出雲合同庁舎（出雲市）約：28.3km

（自家用発電機により、約4日間稼働可）

○島根県仁多集合庁舎（奥出雲町）約：38.5km

（自家用発電機により、約3日間稼働可）

※距離は、いずれも発電所からの直線距離

仮にｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰが機能不全に陥った場合
でも、代替ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰに移動し、対応可能

14

PAZ

UPZ

島根県出雲合同庁舎

雲南市
うんなんし

安来市
やすぎし

出雲市
いずもし

松江市
まつえし

米子市
よなごし

境港市
さかいみなとし

島根県仁多集合庁舎

島根県原子力防災ｾﾝﾀｰ（松江市）

（発電所からの距離約8.5km）

まつえし

いずも

にた

いずもし

おくいずもちょう

にた
いずも


